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和
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に
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講
座
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要
約大

江
健
三
郎
、
三
島
由
紀
夫
と
共
に
一
九
六
〇
年
代
を
代
表
す
る
文
学
者
、
作
家
高
橋
和
巳
（1931-1971

）
は
中
国
文
学
研
究
者
で
も
あ
り
、
六
朝
文
学
論
か
ら
人
間

の
無
常
観
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
戦
後
文
学
の
批
判
的
継
承
者
と
し
て
多
く
の
長
篇
小
説
、
評
論
、
研
究
、
翻
訳
と
い
う
全
体
知
的
活
動
を
展
開
し
た
。
本
稿
で
は
高
橋
和
巳

の
文
学
観
の
本
質
に
迫
る
べ
く
、
彼
の
人
間
主
義
に
つ
い
て
初
期
の
二
回
に
わ
た
る
連
続
講
演
・
講
義
、
晩
年
の
エ
ッ
セ
イ
を
通
し
て
再
考
し
た
。
出
発
点
と
な
っ
た
「
葛

藤
的
人
間
の
哲
学
」
か
ら
一
貫
し
た
「
自
己
否
定
」
に
至
る
過
程
に
は
夏
目
漱
石
の
「
自
己
本
位
」
に
重
な
る
「
自
己
浄
化
」
と
「
自
立
化
」
と
い
う
人
間
性
回
復
へ
の
志

向
性
が
見
ら
れ
る
点
を
改
め
て
検
証
し
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

高
橋
和
巳　

人
間
主
義　

自
己
否
定　

自
己
浄
化　

自
立
化
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1
．
は
じ
め
に

─
未
完
の
追
想

こ
れ
ま
で
高
橋
和
巳
（1931-1971

）
の
著
作
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
選
集
、
全
集
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
年
代
順
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ

る
。⑴　

『
高
橋
和
巳
作
品
集
』
全
9
巻
別
巻
1　

河
出
書
房
新
社　

一
九
六
九
─
一
九
七
二

⑵　
『
高
橋
和
巳
全
小
説
』
全
10
冊　

河
出
書
房
新
社　

一
九
七
五
─
一
九
七
六

⑶　
『
高
橋
和
巳
全
集
』
全
20
巻　

河
出
書
房
新
社　

一
九
七
七
─
一
九
八
〇

⑷　
『
高
橋
和
巳
短
篇
小
説
集
』
全
1
巻  

阿
部
出
版　

一
九
九
一

⑸　
『
高
橋
和
巳
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
全
10
冊　

河
出
書
房
新
社　

一
九
九
六

⑹　
『
高
橋
和
巳
・
高
橋
た
か
子
電
子
全
集
』
全
12
巻　

小
学
館　

二
〇
二
一
・
八
─

⑴
は
高
橋
和
巳
の
生
前
か
ら
刊
行
が
始
ま
っ
た
作
品
集
で
あ
る
が
、
晩
年
の
「
白
く
塗
り
た
る
墓
」、「
黄
昏
の
橋
」
は
未
収
録
。
別
巻
は
六
朝
詩
人
李
商
隠
に
つ
い
て
の
論

攷
『
詩
人
の
運
命
』
で
、
竹
内
好
の
『
魯
迅
』、
武
田
泰
淳
の
『
司
馬
遷
』
の
延
長
線
上
に
、
中
国
文
人
の
精
神
性
を
自
己
確
立
論
と
重
ね
て
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
作
品

集
に
続
い
て
補
巻
と
し
て
埴
谷
雄
高
編
『
高
橋
和
巳
論
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
⑵
は
没
後
5
周
年
に
刊
行
さ
れ
た
全
小
説
二
段
組
の
軽
装
版
。
解
題
は
全
巻
を
川
西
政
明

が
担
当
し
た
。
⑶
は
没
後
10
年
を
機
に
編
ま
れ
た
吉
川
幸
次
郎
、
埴
谷
雄
高
の
監
修
に
よ
る
本
格
全
集
決
定
版
。
⑷
は
九
編
の
短
篇
を
編
集
し
た
も
の
で
梅
原
猛
の
序
と
太

田
代
志
朗
に
よ
る
解
説
を
お
さ
め
た
。『
海
燕
』（
一
九
九
一
年
六
月
号
）
で
は
秋
山
駿
と
埴
谷
雄
高
に
よ
る
対
談
「
高
橋
和
巳
没
後
20
年
に
因
ん
で
：
格
闘
す
る
文
学
」
が

掲
載
さ
れ
た
。『
文
藝
』（
一
九
九
一
年
季
刊
秋
季
特
大
号
）
で
は
小
特
集
「
没
後
二
〇
年
・
高
橋
和
巳
再
読
」
が
編
ま
れ
た
が
、
三
名
の
作
家
、
評
論
家
、
研
究
者
に
よ
る

論
攷
、「
う
る
わ
し
き
タ
ナ
ト
ス
」（
久
間
十
義
）、「
劇
的
な
る
も
の
の
憂
鬱

─
高
橋
和
巳
『
散
華
』
再
読
」（
紅
野
謙
介
）、「
暗
喩
と
し
て
の
満
洲
国

─
高
橋
和
巳
『
堕

落
』
の
構
造
」（
藤
井
省
三
）
が
掲
載
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
⑸
は
没
後
25
周
年
記
念
・
高
橋
和
巳
文
庫
と
し
て
再
編
さ
れ
た
も
の
で
、
埴
谷
雄
高
、
川
西
政
明
の
監
修
に

よ
る
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
名
の
通
り
エ
ッ
セ
イ
・
評
論
、
小
説
、
中
国
文
学
論
が
収
録
さ
れ
た
。
初
期
習
作
、「
堕
落
」、「
散
華
」
な
ど
は
未
収
録
。
各
巻
解
説
者
も
従
来
の

高
橋
和
巳
論
者
に
加
え
女
性
作
家
を
配
す
る
な
ど
読
者
層
を
増
や
す
試
み
が
み
ら
れ
た
。
以
後
、
選
集
、
全
集
の
改
訂
重
版
の
企
画
も
な
く
、
文
芸
誌
で
も
特
集
が
編
ま
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
六
年
あ
た
り
か
ら
新
装
版
文
庫
本
が
河
出
書
房
新
社
か
ら
数
冊
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
⑹
は
没
後
50
年
を
機
に
電
子
全
集
と
し
て
高
橋
た
か

子
の
全
集
と
と
も
に
刊
行
が
始
ま
っ
て
い
る
。
全
巻
を
通
し
て
解
説
は
太
田
代
志
朗
。
⑶
に
未
収
の
著
作
、
初
出
の
生
原
稿
、
写
真
類
も
含
ま
れ
て
い
る
。
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一
方
、
一
九
九
〇
年
代
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
新
し
い
世
代
に
よ
る
新
し
い
高
橋
和
巳
論
が
上
梓
さ
れ
た
。
⑺
は
小
説
、
エ
ッ
セ
イ
・
評
論
、
中
国
文

学
論
を
全
方
位
的
に
検
証
し
た
労
作
。
⑻
は
短
篇
を
除
く
中
長
篇
小
説
を
再
読
し
た
作
品
論
。
⑼
も
長
篇
を
中
心
と
す
る
、
気
鋭
の
英
文
学
者
に
よ
る
比
較
文
学
論
的
省
察

も
含
め
た
研
究
書
で
あ
る
。

⑺　
『
孤
立
の
憂
愁
を
甘
受
す
─
高
橋
和
巳
論
』
脇
坂
充　

社
会
評
論
社　

一
九
九
九

⑻　
『
高
橋
和
巳
作
品
論　

自
己
否
定
の
思
想
』
伊
藤
益　

北
樹
出
版　

二
〇
〇
二

⑼　
『
高
橋
和
巳　

棄
子
の
風
景
』
橋
本
安
央　

試
論
社　

二
〇
〇
七

こ
の
よ
う
に
か
つ
て
は
顕
彰
さ
れ
続
け
た
高
橋
和
巳
文
学
も
と
く
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
注
目
度
は
激
減
し
、
今
で
は
大
型
の
書
店
で
す
ら
彼
の
著
作
を
探

す
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
さ
え
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
こ
こ
数
年
、
次
の
よ
う
な
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
、
研
究
論
集
、
作
家
論
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

⑽　
『
高
橋
和
巳　

世
界
と
た
た
か
っ
た
文
学
』
河
出
書
房
新
社　

二
〇
一
七

⑾　
『
桃
の
会
論
集
八
集　

高
橋
和
巳
専
号
』
桃
の
会
（
非
売
品
）　

二
〇
一
八

⑿　
『
高
橋
和
巳
の
文
学
と
思
想　

そ
の
〈
志
〉
と
〈
憂
愁
〉
の
彼
方
に
』
太
田
代
志
朗
、
田
中
寛
、
鈴
木
比
佐
雄
編　

コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社　

二
〇
一
八

⒀　
『
高
橋
和
巳
論　

宗
教
と
文
学
の
格
闘
的
契
り
』
清
眞
人　

藤
原
書
店　

二
〇
二
〇

⑽
は
も
っ
ぱ
ら
高
橋
和
巳
の
作
品
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
的
体
裁
で
、
若
い
世
代
に
よ
る
評
論
、
対
談
な
ど
が
収
録
さ
れ
た
。
⑾
は
高
橋
の
中
国
文
学
論
に
焦
点
を
あ
て
た
研
究

論
文
集
。
⑿
は
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
中
で
も
最
も
本
格
的
な
研
究
論
集
で
24
名
も
の
論
客
に
よ
り
光
が
当
て
ら
れ
た
。
未
発
表
草
稿
三
点
を
含
む
と
同
時
に
詳
細
な
参
考

文
献
目
録
の
ほ
か
書
誌
研
究
、
年
譜
も
収
録
。
⒀
は
主
と
し
て
哲
学
的
な
視
角
か
ら
高
橋
和
巳
の
長
篇
小
説
を
論
じ
て
い
る
。
以
上
、
没
後
の
高
橋
和
巳
の
研
究
史
を
瞥
見
、

な
い
し
概
観
し
た
。
決
し
て
少
な
く
な
い
研
究
史
は
高
橋
和
巳
の
文
学
営
為
を
検
証
し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
彼
の
目
指
し
た
文
学
の
本
質
、〈
棄
子
〉
に
し
て
も
「
自
己
否

定
」
に
し
て
も
、
そ
こ
に
通
底
す
る
人
間
高
橋
和
巳
の
原
質
は
な
お
未
検
証
の
ま
ま
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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2
．
高
橋
和
巳
略
伝
再
掲

高
橋
和
巳
は
長
篇
、
中
短
篇
の
ほ
か
に
膨
大
な
評
論
を
書
き
残
し
て
い
る
が
、
彼
の
文
学
概
念
、
さ
ら
に
人
間
論
が
ど
の
よ
う
に
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
か
は
、
作
品
論
、

作
家
論
が
大
勢
を
占
め
る
中
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
。
本
論
に
入
る
前
に
高
橋
和
巳
の
略
歴
を
記
し
て
お
こ
う

）
1
（

。

昭
和
六
年
八
月
三
一
日
、
高
橋
和
巳
は
大
阪
市
西
成
に
生
ま
れ
た
。
こ
の
年
の
九
月
一
八
日
に
は
満
洲
事
変
が
勃
発
し
た
。
戦
時
下
で
は
中
学
時
代
に
愛
媛
県
に
疎
開
し

て
農
村
動
員
を
体
験
し
て
い
る
。
こ
の
戦
争
体
験
は
彼
の
文
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
戦
後
は
松
江
高
校
に
在
籍
、
駒
田
信
二
よ
り
漢
文
の

手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。
新
制
の
京
都
大
学
文
学
部
中
国
文
学
科
に
入
学
、
卒
業
後
は
大
学
院
に
進
学
、
博
士
課
程
を
修
了
す
る
。
専
門
は
六
朝
美
文
論
。
少
年
期
の
戦
争
体

験
を
も
と
に
高
校
時
代
か
ら
埴
谷
雄
高
や
野
間
宏
な
ど
第
一
次
戦
後
派
の
小
説
に
傾
倒
、
大
学
在
籍
時
に
は
小
松
左
京
ら
と
同
人
雑
誌
を
出
し
習
作
に
励
ん
だ
。
一
九
五
八

年
に
処
女
作
『
捨
子
物
語
』
を
足
立
書
房
か
ら
自
費
出
版
す
る
。
一
九
六
二
年
、
立
命
館
大
学
文
学
部
講
師
に
就
任
、
翌
年
に
一
人
の
刑
法
学
者
の
破
滅
を
通
し
て
、
知
識

人
の
没
落
風
景
、
人
間
の
根
本
的
悪
を
描
写
し
た
『
悲
の
器
』
に
よ
っ
て
河
出
書
房
文
藝
賞
第
一
回
長
篇
部
門
に
当
選
し
、
一
躍
脚
光
を
浴
び
る
。
続
い
て
翌
年
に
は
戦
時

下
の
精
神
主
義
を
追
求
し
た
「
散
華
」
を
発
表
し
た
。
続
い
て
戦
後
の
青
春
の
終
焉
を
え
が
い
た
『
憂
鬱
な
る
党
派
』、
ま
た
あ
る
新
興
宗
教
の
教
団
の
盛
衰
を
中
心
に
昭
和

の
精
神
史
を
描
こ
う
と
し
た
長
篇
「
邪
宗
門
」、『
我
が
心
は
石
に
あ
ら
ず
』、『
日
本
の
悪
霊
』
な
ど
、
次
々
と
長
篇
小
説
を
発
表
し
た
。
ま
た
文
学
以
外
で
も
幅
広
い
領
域

の
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
知
識
人
の
苦
悩
を
主
題
と
し
た
文
学
は
夏
目
漱
石
の
再
来
と
も
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
将
来
の
大
器
と
期
待
さ
れ
て
い
た
。
中
国

文
学
の
研
究
者
と
し
て
も
注
目
さ
れ
、『
李
商
隠
』、『
王
士
禎
』の
解
説
書
、
詩
人
の
学
術
研
究
を
も
の
し
、
立
命
館
大
学
か
ら
明
治
大
学
に
移
籍
し
た
が
、
一
年
で
一
九
六
七

年
に
京
都
大
学
文
学
部
助
教
授
と
し
て
着
任
、
吉
川
幸
次
郎
博
士
の
後
継
者
と
し
て
期
待
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
お
り
か
ら
の
大
学
紛
争
の
な
か
で
学
生
側
を
支
持
す
る

も
心
身
と
も
に
疲
弊
し
て
辞
職
、
そ
の
際
の
苦
悩
は
エ
ッ
セ
イ
「
わ
が
解
体
」
に
吐
露
さ
れ
た
。
高
橋
和
巳
の
文
学
の
特
色
は
、
否
定
の
精
神
に
も
と
づ
き
な
が
ら
知
識
人

の
運
命
と
責
任
、
そ
の
倫
理
性
を
追
究
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
が
、
三
島
由
紀
夫
の
自
決
か
ら
約
半
年
後
、
結
腸
癌
の
た
め
一
九
七
一
年
五
月
三
日
、
病
没
し
た
。
享
年
39

歳
。
没
後
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
家
論
、
作
品
論
が
書
か
れ
た
が
、
文
学
論
を
含
め
、
そ
の
体
系
的
集
成
は
ま
だ
途
上
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
研
究
、
創
作
、
批
評
、
翻
訳
の
全

体
知
を
も
と
め
た
文
学
の
方
法
論
に
つ
い
て
も
再
検
証
、
再
評
価
が
も
と
め
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

3
．
高
橋
和
巳
に
お
け
る
文
学
観
の
形
成

上
述
の
よ
う
に
高
橋
和
巳
は
一
九
六
二
年
に
『
悲
の
器
』
の
文
藝
賞
受
賞
に
よ
り
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
す
る
や
、
十
年
に
も
満
た
な
い
歳
月
の
な
か
で
多
く
の
長
篇
小
説
を

書
き
残
し
た
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
膨
大
な
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
、
翻
訳
、
研
究
著
作
が
あ
る
。
創
作
よ
り
も
む
し
ろ
評
論
に
お
け
る
営
為
を
高
く
評
価
す
る
向
き
も
あ
る
。
高
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橋
の
評
論
活
動
は
創
作
と
並
行
し
て
進
め
ら
れ
た
が
、
年
代
順
に
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う
な
流
れ
に
な
る
。
ま
さ
し
く
創
作
と
両
輪
の
関
係
で
書
か
れ
た
観
が
あ
る
。
と
り
わ

け
⒁
、
⒂
は
高
橋
和
巳
の
創
作
の
原
点
を
検
証
す
る
意
味
で
も
重
要
で
あ
る
。

⒁
『
文
学
の
責
任
』
河
出
書
房
新
社　

一
九
六
二

⒂
『
孤
立
無
援
の
思
想
』
河
出
書
房
新
社　

一
九
六
六

⒃
『
新
し
き
長
城
』
河
出
書
房
新
社　

一
九
六
八

⒄
『
孤
立
の
憂
愁
の
な
か
で
』
筑
摩
書
房　

一
九
六
九

⒅
『
自
立
の
思
想
』
文
和
書
房
（
対
談
を
含
む
）
一
九
七
一

⒆
『
人
間
に
と
っ
て
』
新
潮
社　

一
九
七
一

⒇
『
文
学
講
座
』
河
出
書
房
新
社　

一
九
七
六

こ
の
ほ
か
に
、
編
著
と
し
て
は
次
の
㉑
お
よ
び
㉒
、
対
談
集
と
し
て
㉓
な
ど
が
あ
る
。

㉑
『
文
学
の
す
す
め
』
筑
摩
書
房　

一
九
六
七　

㉒
『
戦
後
文
学
の
思
想
』
筑
摩
書
房　

一
九
六
八

㉓
『
生
涯
に
わ
た
る
阿
修
羅
と
し
て　

高
橋
和
巳
対
話
集
』
徳
間
書
店　

一
九
七
〇

㉔
『
自
立
の
思
想
』
文
和
書
房　

一
九
七
一

㉕
『
暗
黒
へ
の
出
発
』
徳
間
書
店　

一
九
七
一

㉑
は
埴
谷
雄
高
、
野
間
宏
と
い
っ
た
戦
後
作
家
か
ら
現
代
文
学
研
究
の
第
一
線
の
批
評
家
を
そ
ろ
え
た
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
文
学
入
門
書
で
あ
る
。
㉒
は
高
橋
和
巳
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
戦
後
文
学
を
概
観
し
な
が
ら
、
そ
の
本
質
を
探
究
し
た
。
㉓
は
四
本
の
講
演
録
の
他
、
15
名
も
の
論
客
と
の
多
方
面
に
わ
た
る
対
談
を
収
録
。
㉔
は
没
後
に
上

梓
さ
れ
、
晩
年
の
八
本
の
評
論
を
収
録
。
㉕
は
最
後
の
評
論
集
で
、
同
じ
く
没
後
に
上
梓
さ
れ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含
む
七
本
の
講
演
を
収
録
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
に
沿
っ
て
み
て
み
る
と
、
創
作
の
両
輪
と
し
て
全
体
知
的
な
評
論
を
展
開
し
た
が
、
高
橋
和
巳
独
自
の
文
学
論
を
集
大
成
す
る
こ
と
な
く
急
逝
し
た
こ
と

は
は
な
は
だ
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
文
学
講
座
』
に
お
け
る
各
章
、
お
よ
び
晩
年
に
連
載
さ
れ
た
『
人
間
に
と
っ
て
』
の
各
章
を
比
較
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参
照
し
な
が
ら
、
彼
の
文
学
観
に
迫
っ
て
み
た
い
。
な
お
、
刊
行
順
は
⒆
、
⒇
だ
が
、
書
か
れ
た
順
に
そ
っ
て
比
較
検
証
す
る
。

4
．『
文
学
講
座
』（
一
九
七
六
）
に
み
る
文
学
観

書
名
に
「
講
座
」
と
銘
打
っ
て
い
る
の
は
、
高
橋
和
巳
の
立
命
館
大
学
文
学
部
講
師
時
代
（1962-1964

）
に
読
売
テ
レ
ビ
の
企
画
で
連
続
講
座
と
し
て
構
成
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
。
デ
ビ
ュ
ー
作
『
悲
の
器
』
直
後
に
執
筆
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
掲
⒁
、
⒂
の
系
列
に
準
ず
る

）
2
（

。

構
成
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
個
別
の
文
学
批
評
か
ら
全
体
を
俯
瞰
す
る
文
学
論
の
構
築
が
見
ら
れ
る
。

　

文
学
と
運
命
、
文
学
と
自
然
、
文
学
と
宗
教
、
文
学
と
愛
、
文
学
と
社
会
、
文
学
と
心
理
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
文
学
、
文
学
と
政
治
、
現
代
日
本
文
学
の
問
題

文
学
と
対
峙
す
る
主
題
、
即
ち
「
運
命
」
か
ら
は
じ
ま
り
、「
自
然
」「
宗
教
」「
愛
」「
社
会
」「
心
理
」「
政
治
」
に
い
た
る
序
列
は
、
高
橋
の
文
学
観
の
特
徴
を
示
唆
し

て
い
る
。「
運
命
」
を
起
点
と
し
て
、
周
縁
を
包
括
、
内
包
す
る
と
い
う
思
想
、
哲
学
は
、
や
は
り
彼
の
志
向
し
た
中
国
文
学
研
究
、「
葛
藤
的
人
間
」
に
流
れ
る
哲
学
の
原

質
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
特
徴
的
な
こ
と
は
、
各
章
に
お
い
て
、「
文
学
と
Ⅹ
」
の
よ
う
に
人
間
生
活
を
取
り
巻
く
関
数
を
あ
て
、
文
学
論
を
論
じ
よ
う
と
し
た
野
心
的
な

試
み
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、「
文
学
と
哲
学
」、「
文
学
と
歴
史
」、「
文
学
と
芸
術
」、「
文
学
と
家
庭
」、
な
ど
当
然
、
念
頭
に
置
か
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
お
そ
ら
く

紙
面
と
時
間
の
都
合
で
捨
象
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
最
初
に
「
運
命
」
を
も
っ
て
き
た
の
は
高
橋
和
巳
の
立
ち
位
置
を
象
徴
し
て
い
る
。
次
に
「
自
然
」
は
、

や
は
り
こ
れ
も
中
国
文
学
論
か
ら
の
導
き
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
に
文
学
を
論
じ
る
と
き
、
生
活
の
中
で
、
人
間
と
人
間
の
関
係
性
の
中
で
思
考
す
る
の
が
自
然

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
序
列
は
高
橋
和
巳
の
文
学
観
の
原
点
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
文
学
論
の
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
前
後
を
い
れ
か
え
て
、
た
と
え
ば
日

常
と
文
学
、
社
会
と
文
学
、
な
ど
の
よ
う
に
ま
ず
対
象
を
先
に
置
く
の
が
常
道
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
最
初
に
文
学
あ
り
き
、
で
は
な
く
、
現
実
の
諸
問
題
に
立
ち
向
か
い
、

解
決
の
努
力
を
は
ら
う
べ
き
文
学
を
後
に
置
く
と
い
う
方
法
論
的
思
考
で
あ
る
。
だ
が
、
高
橋
は
こ
れ
に
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、
確
固
と
し
た
文
学
と
い
う
「
器
」
を
ま
ず

お
い
て
、
そ
こ
に
運
命
な
り
自
然
な
り
を
配
置
し
よ
う
と
し
た
点
に
注
目
し
て
み
た
い
。

こ
れ
は
、
あ
る
物
事
な
り
現
象
を
議
論
す
る
、
ひ
と
つ
の
手
法
で
は
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
ま
た
限
界
性
も
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
た
と
え
ば
、「
政
治
と
文
学
」
で
は
ま

ず
対
象
と
す
べ
き
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
し
、
さ
ら
に
内
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
の
現
場
、
個
別
的
現
象
が
あ
り
、
そ
こ
に
突
起
し
た
現
象
に
文
学
が
ど
う
い
う
役
割
を
演
じ

る
か
、
と
い
う
思
惟
構
成
が
求
め
ら
れ
る
。
一
方
、「
文
学
と
政
治
」
で
は
、
文
学
に
お
い
て
、
政
治
が
ど
う
描
か
れ
た
か
、
あ
る
い
は
結
果
論
的
に
描
か
れ
る
べ
き
か
と
い

う
思
想
的
営
為
に
に
力
点
が
お
か
れ
る
。
高
橋
が
こ
う
し
た
論
法
を
と
っ
た
思
念
的
背
景
に
は
文
学
と
い
う
思
想
的
営
為
が
ま
ず
あ
っ
て
、
そ
こ
に
世
界
が
収
斂
し
て
い
く
。
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そ
の
過
程
こ
そ
が
文
学
の
本
質
と
と
ら
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
前
者
の
方
法
論
に
く
ら
べ
て
む
し
ろ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
、
動
的
な
観
察
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
、「
と
」
の
表
す
本
質
的
な
意
味
を
今
少
し
踏
み
入
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
接
続
助
詞
「
と
」
は
二
項
の
対
象
を
結
合
す
る
が
、「
Ａ
と
Ｂ
」
と
い
う
時
「
Ａ
」
は

一
次
的
、
原
初
的
、
起
点
的
な
情
報
で
「
Ｂ
」
が
本
来
の
議
論
す
る
要
目
で
あ
る
。
例
え
ば
「
政
治
と
文
学
」
で
は
、「
政
治
に
対
す
る
文
学
」
の
位
置
取
り
、
本
質
を
問
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
と
」
は
「
に
お
け
る
」
と
解
さ
れ
る
。「
戦
争
と
罪
責
」、「
戦
争
と
ト
ラ
ウ
マ
」
な
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
「
戦
争
に
見
る
、
戦
争
に
お
け
る
罪
責
、

ト
ラ
ウ
マ
」
と
な
り
、「
Ａ
の
Ｂ
」「
Ｂ
の
Ａ
」
と
は
視
点
を
異
に
す
る
。「
Ａ
と
Ｂ
」
は
「
Ａ
と
、
そ
こ

0

0

に
み
ら
れ
る
Ｂ
」
と
い
う
二
重
の
意
味
が
も
と
め
ら
れ
る
。「
の
」

を
用
い
た
「
政
治
の
文
学
」
と
も
「
文
学
の
政
治
」
と
も
言
い
得
な
い
。
一
方
、「
文
学
と
政
治
」
と
な
れ
ば
、「
文
学
に
見
ら
れ
る
政
治
」
と
な
り
、「
政
治
と
文
学
」
と
く

ら
べ
て
「
文
学
」
が
上
位
に
あ
り
、
そ
の
範
疇
下
、
概
念
下
で
政
治
を
多
面
的
に
論
ず
る
こ
と
に
な
る
。
高
橋
は
過
渡
期
の
時
代
に
、
こ
う
し
た
思
想
的
態
度
を
固
執
し
た
。

と
り
わ
け
、
こ
れ
ら
の
初
期
評
論
に
お
い
て
、
高
橋
は
後
年
の
「
自
己
否
定
」
に
連
な
る
「
自
己
純
化
」
と
い
う
姿
勢
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
遠
か
ら

ず
体
験
す
る
で
あ
ろ
う
、
学
園
闘
争
の
中
で
自
ら
の
立
ち
位
置
を
予
見
し
た
か
の
よ
う
な
省
察
で
あ
り
、
漱
石
の
『
私
の
個
人
主
義
』
に
お
け
る
「
自
己
本
位
」
の
生
成
を

意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
高
橋
は
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
悪
霊
』、
魯
迅
の
「
文
学
と
革
命
」、「
狂
人
日
記
」
を
ひ
き
あ
い
に
し
て
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
文
学
そ
れ
自
体
の
役
割
（
＝
責
任
）」
を
は
た
す
意
味
を
再
確
認
し
よ
う
と
し
た
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。

…
…
簡
単
に
い
え
ば
、
お
よ
そ
つ
ぎ
の
時
代
を
に
な
お
う
と
す
る
も
の
は
、
単
に
敵
を
倒
す
と
い
う
よ
う
な
闘
争
の
論
理
に
し
た
が
う
だ
け
で
な
く
て
、
そ
の
闘
い
の

0

0

0

0

0

さ
な
か
に
自
分
自
身
を
従
来
あ
っ
た
姿
以
上
の
も
の
に
純
化
し
、
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
私
は
そ
れ
を
〈
自
己
浄
化
〉
と
い
う
ふ
う
な
言
葉
で
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
自
分
自
身
を
清
め
る
と
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
、
未
来
を
た
く
す
べ
き
階
層
、
あ
る
い
は
未
来
を
た
く
す
べ
き
青
年
た
ち
と
言
う
こ
と
が
言
え
な
い

わ
け
で
す
。（「
文
学
と
政
治
」。
傍
点
、
引
用
者
。
以
下
同
様
）

さ
ら
に
、
高
橋
は
こ
の
二
項
の
序
列
に
つ
い
て
、
独
自
の
見
解
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
双
方
の
検
証
に
よ
り
、
結
局
は
そ
こ
に
介
在
す
る
「
人
間
」
に
注

目
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
「
人
間
」
の
価
値
づ
け
も
相
応
の
攪
拌
を
生
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
次
に
あ
げ
る
「
と
し
て
」「
に
と
っ
て
」
に
み
る
、
対
象
、

他
者
、
自
者
と
い
う
三
者
間
の
葛
藤
、
相
克
で
あ
る
。

5
．
文
芸
同
人
誌
『
人
間
と
し
て
』（
一
九
七
〇
─
七
二
）
の
文
学
活
動

筑
摩
書
房
か
ら
季
刊
文
芸
誌
『
人
間
と
し
て
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
九
七
〇
年
三
月
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
商
業
文
芸
誌
と
は
異
な
り
、
志
を
同
じ
く
す
る
同
人
に
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よ
っ
て
討
論
を
特
集
と
し
、
創
作
、
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
掲
載
し
た
。
若
い
作
家
の
発
掘
に
も
努
め
た
。
冊
子
裏
表
紙
に
は
2
号
ま
で
、
創
刊
の
「
志
」
が
記
さ
れ
て

い
る
。「
本
誌
」
を
あ
え
て
「
本
書
」
と
し
た
の
は
、
一
冊
一
冊
が
当
該
特
集
を
担
う
使
命
感
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

時
代
は
い
ま
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
問
題
を
予
感
し
先
取
り
す
べ
き
文
学
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
は
ま
さ
に
深
く
重
い
。
本
書

0

0

は
、
あ
え
て
そ
の
課
題
を

担
う
鋭
い
文
学
運
動
の
拠
点
た
ら
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

同
人
は
小
田
実
、
開
高
健
、
柴
田
翔
、
高
橋
和
巳
、
真
継
伸
彦
で
あ
っ
た
。
文
学
を
「
時
代
の
転
換
期
」
に
あ
っ
て
「
問
題
を
予
感
し
先
取
り
す
る
」
課
題
を
突
き
付
け

た
責
務
は
初
期
評
論
『
文
学
の
責
任
』
を
敷
衍
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
持
続
す
る
〈
志
〉
で
あ
る
。「
問
題
を
予
感
し
先
取
り
す
べ
き
文
学
」、「
文
学
運
動
の
拠
点
」
と
い
っ

た
テ
ー
ゼ
は
多
様
化
し
た
価
値
観
の
現
代
で
は
ほ
ぼ
死
語
に
近
い
も
の
だ
が
、
同
人
の
真
摯
な
姿
勢
を
物
語
っ
て
い
る
。

高
橋
和
巳
は
晩
年
い
く
た
び
か
の
体
調
の
疾
患
を
体
験
し
、
ま
た
学
生
運
動
学
園
闘
争
に
対
処
し
た
苦
い
体
験
か
ら
京
都
大
学
の
職
を
辞
し
た
の
を
機
に
、
あ
ら
た
な
表

現
活
動
に
立
ち
向
か
お
う
と
し
た
決
意
表
明
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
高
橋
は
第
5
号
ま
で
の
討
論
、
座
談
会
で
積
極
的
な
発
言
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
6
号
以
降
の
同
人
は

4
名
に
な
っ
た
が
、
実
質
は
開
高
健
を
除
く
3
名
で
あ
っ
た

）
3
（

。
問
題
関
心
の
所
在
を
み
る
た
め
に
、
創
刊
号
か
ら
終
刊
号
ま
で
掲
載
さ
れ
た
特
集
（
討
論
）
を
一
覧
に
し
て

み
よ
う
。

　
　
　
　

刊
行
日　

 

特
集
・
討
論

創
刊
号　

1970.03　

表
現
と
行
為　

討
論
：
な
ぜ
書
く
か

─
創
刊
の
言
葉
に
か
え
て

2
号　
　

1970.06  

状
況
と
人
間　

討
論
：
混
沌
の
中
の
創
造　

学
生
運
動
の
思
想
的
体
験

3
号　
　

1970.09　

言
葉
と
想
像
力　

討
論
：
生
き
た
言
葉
の
獲
得

4
号　
　

1970.12  

討
論
：
私
が
歩
き
だ
す
と
こ
ろ　

座
談
会
：
生
き
続
け
る
こ
と
と
三
島
氏
ら
の
死

5
号　
　

1971.03  

戦
後
文
学
を
考
え
る　

討
論
：
戦
後
文
学
が
担
う
も
の

6
号　
　

1971.06  

高
橋
和
巳
を
弔
う
特
集
号

7
号　
　

1971.09  

こ
と
ば
と
現
実

8
号　
　

1971.12  

全
体
を
と
ら
え
る
方
法　

討
論
：
現
実
と
拮
抗
す
る
方
法
を

9
号　
　

1972.03  

い
ま
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
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10
号　
　

1972.06  

危
機
の
状
況
の
中
で

11
号　
　

1972.09  

差
別
と
表
現　

討
論
：
差
別
と
表
現
を
め
ぐ
っ
て

12
号　
　

1972.12  

現
代
を
拓
く
文
学
─
反
省
と
展
望
─　
「
人
間
と
し
て
」
を
論
ず
る

同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
高
橋
の
著
作
で
は
上
記
討
論
へ
の
参
加
の
ほ
か
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
と
く
に
「
三
度
目
の
敗
北
」
は
自
ら
の
再
生
再
起
を
意
図
し
た
手
記
と
し

て
、
ま
た
過
渡
期
に
お
け
る
時
代
を
先
取
り
す
る
想
像
力
に
つ
い
て
問
題
提
起
を
行
っ
た
省
察
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
逆
に
そ
の
こ
と
の
担
う
べ
き
課
題
の
重
さ
が
枷
と

な
っ
て
い
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
っ
た
。

　

創
刊
号
「
白
く
塗
り
た
る
墓
（
第
1
部
）」（
長
篇
小
説
）　
「
言
論
の
自
由
に
つ
い
て
」（
エ
ッ
セ
イ
）

　

第
3
号
「
三
度
目
の
敗
北
─
闘
病
の
記
」（
手
記
）

　

第
5
号
「
討
論
を
お
わ
っ
て
」（
討
論
「
私
が
歩
き
出
す
と
こ
ろ
」
の
総
括
）

　

第
6
号
「
現
代
に
お
け
る
想
像
力
の
問
題
」（
評
論
）

6
．『
人
間
に
と
っ
て
』（
一
九
七
一
）
に
み
る
文
学
志
向

同
人
誌
『
人
間
と
し
て
』
に
よ
っ
て
、
高
橋
和
巳
の
人
間
主
義
が
よ
り
前
面
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
高
橋
和
巳
の
評
論
、
意
識
に
お
い
て
、「
人
間
」

が
登
場
す
る
の
は
比
較
的
早
い
時
期
で
あ
る
。
と
り
わ
け
初
期
評
論
に
お
い
て
「
葛
藤
的
人
間

0

0

の
哲
学
」
が
意
図
し
た
と
こ
ろ
は
大
き
い
。
人
間
と
い
う
存
在
は
葛
藤
し
、

苦
悩
す
る
こ
と
で
し
か
本
性
を
あ
ら
わ
さ
な
い
。
埴
谷
雄
高
に
よ
っ
て
「
苦
悩
教
の
始
祖
」
と
命
名
さ
れ
た
よ
う
に
、「
苦
悩
す
る
力
」
こ
そ
が
自
立
化
へ
の
最
大
の
起
爆
剤

と
な
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
「
生
命
」
論
と
も
重
な
り
、
上
掲
㉕
の
評
論
・
講
演
録
「
生
命
に
つ
い
て
」
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
人
間
に
と
っ
て
』
は
一
九
六
九
年
七
・
八
月
号
か
ら
一
九
七
一
年
一
月
号
に
か
け
て
新
潮
社
の
Ｐ
Ｒ
誌
『
波
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
「
Ｘ
に
つ
い

て
」
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

自
己
否
定
に
つ
い
て
、
宗
教
・
平
和
・
革
命
、
裁
判
に
つ
い
て
、
差
別
に
つ
い
て
、
経
験
に
つ
い
て
、
死
に
つ
い
て
、
国
家
に
つ
い
て
、
わ
が
体
験
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病
後
で
あ
り
、
さ
ら
に
再
発
し
た
病
魔
と
の
闘
い
の
中
で
の
手
記
的
な
も
の
で
、
冒
頭
の
二
題
は
、
学
園
闘
争
の
な
か
で
遭
遇
し
た
沈
痛
な
思
い
を
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
経
験
」、「
死
」
と
い
う
前
掲
の
『
文
学
講
座
』
に
は
な
か
っ
た
人
間
を
と
り
ま
く
宿
命
論
的
な
対
象
を
あ
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
も
っ
と
も
特
徴
的
な
の
は
、『
文
学
講

座
』
が
最
初
に
「
運
命
」
を
対
象
と
し
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
「
自
己
否
定
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
橋
の
文
学
の
行
動
性
を
示
す
も
の
で
、
多

く
の
社
会
性
を
も
つ
主
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
こ
と
の
顕
現
で
も
あ
っ
た
。「
経
験
」
は
「
社
会
」
を
意
識
し
、「
死
」
イ
コ
ー
ル
「
運
命
」
と
い
う
領
域
に
注
視
し
た
の
は
、

重
篤
な
病
を
背
負
っ
て
よ
う
や
く
到
達
し
た
境
地
で
も
あ
っ
た
が
、
最
後
に
「
国
家
」
を
も
っ
て
き
た
と
こ
ろ
は
、
全
体
小
説
を
志
向
し
た
高
橋
ら
し
い
姿
勢
が
み
て
と
れ

る
。
最
後
の
「
わ
が
体
験
」
は
彼
の
戦
時
中
に
体
験
し
た
農
村
動
員
に
つ
い
て
の
記
憶
回
顧
で
あ
る
が
、
彼
の
脳
裏
に
終
始
一
貫
し
て
通
底
し
て
い
た
戦
時
体
験
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う（

４
）。

こ
れ
ま
で
の
著
作
活
動
を
振
り
返
り
つ
つ
も
、
学
生
運
動
の
体
験
と
戦
時
体
験
と
を
交
錯
さ
せ
る
か
の
よ
う
な
、
挫
折
か
ら
の
蘇
生
、
起
死

回
生
を
期
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
思
い
は
帯
に
書
か
れ
た
次
の
よ
う
な
文
言
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。

　

人
間
に
と
っ
て
、
宗
教
と
は
、
革
命
と
は
、
平
和
と
は
、
国
家
と
は
、
死
と
は
、
何
か
？　

絶
望
の
彼
方
よ
り
現
わ
れ
る
曙
光

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
追
い
求
め
な
が
ら
、
つ
い
に
果
せ

ぬ
ま
ま
死
に
至
っ
た
苦
闘
の
軌
跡
を
収
録
す
る
最
後
の
著
作
。

な
お
、
安
田
武
と
の
対
談
集
『
ふ
た
た
び
人
間
を
問
う
』（
雄
渾
社
、
一
九
七
五
）
に
も
「
人
間
」
を
軸
に
据
え
た
議
論
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
補
足
後
述
す
る
。

思
想
の
根
源
を
人
間
に
も
と
め
た
の
は
、
彼
の
中
国
文
学
研
究
の
所
産
で
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
権
力
者
に
常
に
翻
弄
さ
れ
る
民
衆
の
悲
哀
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
今
日
の

現
実
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
普
遍
的
な
現
実
で
あ
る
。
高
橋
は
世
界
の
構
図
に
お
い
て
中
心
に
人
間
を
据
え
、
国
家
、
革
命
、
自
己
否
定
と
い
っ
た
関
数
関
係
を

思
考
し
た
。
な
お
、
書
名
「
人
間
に
と
っ
て
」
と
は
別
に
各
章
は
「
に
つ
い
て

0

0

0

0

」
を
表
題
と
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。

こ
の
「
に
と
っ
て
」
は
「
と
し
て
」
と
同
じ
よ
う
に
動
詞
を
用
い
た
、
言
語
学
で
い
う
後
置
詞
の
構
成
を
と
っ
て
い
る
の
だ
が
、「
と
し
て
」
が
外
発
的
に
自
立
化
へ
の
志

向
を
期
し
、
何
を
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
問
う
の
に
対
し
、「
に
と
っ
て
」
は
そ
の
逆
方
向
、
つ
ま
り
内
発
的
に
自
己
に
向
か
う
ベ
ク
ト
ル
を
示
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。「
Ⅹ
と
は
何
か
」
が
続
き
、
よ
り
内
省
的
な
省
察
に
向
か
う
。「
と
し
て
」
の
資
格
、
立
場
よ
り
も
、「
に
と
っ
て
」
は
む
し
ろ
そ
の
出
発
点
と
な
る
存
在
そ
の
も

の
を
問
う
。
そ
の
根
拠
は
、
や
は
り
人
間
論
、
生
命
論
へ
の
あ
く
な
き
探
求
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
と
し
て
」
か
ら
「
に
と
っ
て
」
へ
の
転
回
（
展
開
）、
さ
ら
に
「
に
対
し
て
」「
に
つ
い
て
」
と
い
う
思
考
に
連
続
す
る
。

繰
り
返
す
よ
う
に
「
と
し
て
」
は
何
を
す
べ
き
か
、
を
問
い
、
そ
も
そ
も
の
立
ち
向
か
う
対
象
へ
の
対
峙
、
そ
し
て
対
話
を
め
ざ
す
。「
に
と
っ
て
」
は
「
と
し
て
」
と

「
に
し
て
」
の
中
間
に
立
脚
し
た
調
和
の
思
想

0

0

0

0

0

で
あ
る
が
、
そ
の
領
域
は
も
っ
ぱ
ら
哲
学
的
形
而
上
的
思
索
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
高
橋
は
「
に
と
っ
て
」
を
深
化
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
文
学
の
再
出
発
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
問
い
は
未
完
で
あ
り
、
現
在
も
そ
の
意
味
の
根
源
を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
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現
代
で
は
、
古
典
的
な
、
宗
教
、
国
家
、
民
族
と
い
っ
た
主
題
に
加
え
て
環
境
、
感
染
症
、
民
族
、
Ｉ
Ｔ
、
と
い
っ
た
混
濁
し
た
状
況
が
浮
上
す
る
。
高
橋
和
巳
没
後
五
十

年
に
あ
た
り
、
こ
の
最
後
の
著
作
を
出
発
点
と
し
て
、
高
橋
文
学
の
再
検
証
の
機
会
が
お
と
ず
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
な
お
、
の
ち
に
同
書
名
の
新
潮
文
庫
版
（
一
九
七
九
）

か
ら
出
さ
れ
た
際
に
は
、
三
島
由
紀
夫
の
自
決
に
衝
撃
を
受
け
て
書
か
れ
た
「
自
殺
の
形
而
上
学
」
他
33
編
が
収
め
ら
れ
た
。
高
橋
和
巳
は
デ
ビ
ュ
ー
作
「
悲
の
器
」
受
賞

後
約
十
年
に
亙
っ
て
全
力
疾
走
し
て
き
た
が
、
挫
折
と
絶
望
の
中
か
ら
あ
ら
た
め
て
再
起
す
る
自
己
存
在
を
問
う
た
の
で
あ
っ
た
。
前
年
に
発
症
し
た
疾
患
を
、
い
わ
ば
漱

石
の
「
修
善
寺
の
大
患
」
と
重
ね
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
思
想
的
に
も
文
学
的
に
も
再
出
発
を
期
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

7
．『
対
話　

ふ
た
た
び
人
間
を
問
う
』（
一
九
六
八
）
に
み
る
人
間
の
阿
修
羅

以
上
、『
文
学
講
座
』、『
人
間
に
と
っ
て
』
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
ま
た
、
同
人
誌
『
人
間
と
し
て
』
も
参
考
に
、
高
橋
和
巳
の
人
間
論
と
文
学
観
の
相
関
を
概
観
し
て
き

た
が
、
さ
ら
に
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
が
『
対
話　

ふ
た
た
び
人
間
を
問
う
』
で
あ
る
。
一
九
六
八
年
に
刊
行
さ
れ
、
愛
蔵
版
と
し
て
没
後
一
九
七
五
年
に
再
版
さ
れ
た
。

十
一
歳
年
長
の
安
田
武
は
学
徒
出
陣
の
体
験
者
で
あ
り
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
声
』
の
編
纂
に
も
協
力
し
た
戦
争
体
験
者
で
あ
る
。
こ
の
対
話
の
企
画
は
高
橋
が
立
命
館
大
学

講
師
時
代
に
構
内
に
あ
っ
た
銅
像
の
破
壊
な
ど
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
わ
だ
つ
み
像
」
は
一
九
五
三
年
一
二
月
八
日
に
建
立
さ
れ
た
。
彫
刻
家
本
郷

新
の
手
に
な
る
。
立
命
館
の
教
学
の
理
念
は
「
平
和
と
民
主
主
義
」
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
五
月
二
十
日
、
大
学
紛
争
の
最
中
に
全
共
闘
学
生
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
。
戦

後
の
民
主
主
義
の
虚
妄
と
欺
瞞
性
を
問
う
た
の
で
あ
る
。
ま
た
安
田
武
は
『
戦
争
体
験　

一
九
七
〇
年
へ
の
遺
書
』（
未
来
社
、
一
九
六
三
）
な
ど
の
著
書
に
よ
っ
て
も
知
ら

れ
る
よ
う
に
、
戦
争
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
世
代
で
あ
る
。
対
話
は
次
の
四
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

戦
争
に
み
る
人
間
、
文
化
に
み
る
人
間
、
文
学
に
み
る
人
間
、
日
本
人
に
と
っ
て
文
化
と
は
何
か

と
り
わ
け
「
文
学
に
見
る
人
間
」
で
は
、
文
学
の
型
、
小
説
の
型
を
文
学
の
領
域
と
人
間
観
察
に
つ
い
て
述
べ
、
戦
後
文
学
、
戦
後
の
戦
争
文
学
に
つ
い
て
、「
人
間
は
何

に
お
い
て
死
ね
る
か
」、「
極
限
状
況
に
お
け
る
人
間
」、「
生
き
の
こ
る
人
間
と
は
」
と
い
う
提
起
を
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
高
橋
の
人
間
主
義
、
人
間
観
が
強
く
う
か
が

わ
れ
る
。
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8
．
自
立
と
再
生

─
青
春
論
に
み
る
人
間
主
義

生
涯
の
師
と
し
て
仰
い
だ
埴
谷
雄
高
か
ら
「
苦
悩
教
の
始
祖
」
と
称
さ
れ
た
よ
う
に
、
高
橋
和
巳
の
描
く
小
説
の
主
人
公
は
、
知
識
人
の
没
落
風
景
を
身
を
も
っ
て
演
じ

て
い
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
孤
立
無
援
の
思
想
を
武
器
に
し
て
、
ひ
と
た
び
の
挫
折
か
ら
立
ち
あ
が
る
姿
を
映
し
出
し
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
た
青
春
の
特
権
で
も
あ
る
。
彼

は
「
自
立
と
挫
折
の
青
春
像

─
わ
が
青
年
論
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
長
く
な
る
が
、
最
後
二
段
落
を
引
用
す
る
。

　

繰
返
し
て
言
い
た
い
。
皆
が
肩
を
よ
せ
あ
っ
て
、
こ
う
だ
こ
う
だ
、
と
い
っ
て
い
る
間
は
、
そ
れ
は
ま
だ
個
別
的
な
教
養
習
得
の
過
程
に
す
ぎ
な
い
。
個
別
的
と
は

ひ
と
り
ひ
と
り
別
と
い
う
意
味
だ
が
、
皆
が
直
接
的
に
同
一
性
を
確
か
め
あ
え
る
次
元
こ
そ
が
、
実
は
む
し
ろ
個
別
的
な
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
普
遍
は
次
に
段
階
に
あ
ら
わ
れ

て
く
る
。
普
遍
も
ま
た
通
常
の
意
識
と
は
逆
に
、
ほ
と
ん
ど
絶
望
的
な
孤
独
地
獄
の
中
に
暗
室
に
さ
し
こ
む
一
筋
の
光
り
の
よ
う
に
お
と
ず
れ
る
も
の
だ
。
そ
れ
以
外

に
い
か
な
る
普
遍
性
の
獲
得
の
方
法
も
あ
り
得
な
い
。（
中
略
）

　

時
代
に
も
っ
と
も
あ
ざ
む
か
れ
や
す
い
青
年
、
地
域
の
特
殊
事
情
に
も
っ
と
も
制
約
さ
れ
や
す
い
青
年
こ
そ
が
、
逆
に
も
っ
と
も
本
質
的
で
あ
り
得
、
も
っ
と
も
世

界
的
で
あ
り
得
る
秘
密
は
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
。
ひ
と
と
き
あ
ざ
む
か
れ
、
ひ
と
と
き
制
約
さ
れ
、
ひ
と
と
き
挫
折
す
る
こ
と
を
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
恐
れ
る
必
要
は
何

も
な
い
の
だ
。

ま
た
、「
教
養
」「
個
別
」「
普
遍
的
」
と
い
う
概
念
も
、
そ
れ
に
達
す
る
に
は
孤
独
な
闘
い
の
な
か
で
し
か
自
覚
さ
れ
な
い
。
高
橋
は
「
自
立
」
と
と
も
に
持
続
す
る
「
志

向
」
と
い
う
観
念
を
最
大
限
に
主
張
し
た
。
上
掲
と
重
な
る
姿
勢
は
、
晩
年
に
書
か
れ
た
「
自
立
化
へ
の
志
向
」
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
と
を
日
本
に
お
け
る
思
想
運
動
の
、
じ
り
じ
り
と
進
化
す
る
自
立
化
の
過
程
と
し
て
見
れ
ば
、
苦
し
い
自
己
否
定
を
重
ね
た
青
年
た
ち
、
相
手
を
斬
る
こ
と
で
同

時
に
自
分
を
斬
り
き
ざ
ん
だ
青
年
た
ち
が
、
ひ
と
た
び
の
疲
労
と
銷
沈
の
の
ち
に
、
ひ
と
た
び
の
絶
望
、
そ
の
絶
望
を
き
わ
め
つ
く
す
更
な
る
絶
望
の
の
ち
に
、
新
た

0

0

な
思
想
的
営
為
者
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

再
生
し
て
く
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
教
師
と
し
て
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、0

一
個
の
人
間
と
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
傍
点
、
引
用
者
）

最
後
に
呟
く
「
一
個
の
人
間
と
し
て
」
こ
そ
が
、
彼
の
拠
っ
て
た
つ
思
想
的
根
拠
で
あ
っ
た
。「
と
し
て
」
と
い
う
立
場
を
固
持
す
る
と
こ
ろ
に
、
思
想
的
営
為
が
生
ま
れ

る
。
晩
年
の
「
人
間
に
と
っ
て
」
は
そ
の
思
想
の
さ
ら
な
る
高
み
、
い
う
な
れ
ば
漱
石
の
「
自
己
本
位
」
を
継
承
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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9
．
政
治
の
季
節
の
中
で

─
「
大
い
な
る
過
渡
期
の
思
想
」

こ
う
し
て
概
観
し
て
み
れ
ば
、
高
橋
和
巳
は
表
層
的
な
文
学
論
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
格
的
な
、
日
本
人
の
近
代
意
識
ま
で
を
遡
行
す
る
文
学
論
の
構
築
に
さ
し
か
か

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
よ
そ
作
家
は
作
品
を
書
き
続
け
る
だ
け
で
、
そ
の
内
実
は
文
学
評
論
の
専
門
家
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
彼
は
ま
さ
に
両
輪
と
し

て
「
書
く
」
こ
と
の
意
味
を
問
う
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
稀
有
な
文
学
研
究
者
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
大
江
健
三
郎
に
し
て
も
三
島
由
紀
夫
に
し
て
も
な
し
え

な
か
っ
た
文
学
的
営
為
で
あ
り
、
高
橋
和
巳
の
文
学
論
は
書
き
残
さ
れ
た
も
の
か
ら
も
際
立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
そ
ら
く
そ
の
背
景
に
は
、
夏
目
漱
石
へ
の
畏
敬
と
、
彼
を
超
え
よ
う
と
す
る
文
学
論
の
構
築
へ
の
志
向
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
高
橋
和
巳
は
初
期
の
評
論
と
し
て
、

夏
目
漱
石
に
関
す
る
本
格
的
な
評
論
「
夏
目
漱
石
に
お
け
る
近
代
」、「
知
識
人
の
苦
悩
・
夏
目
漱
石
」
を
書
い
て
い
る
。
無
数
に
あ
る
漱
石
論
の
な
か
で
、
あ
ま
た
の
漱
石

研
究
者
の
ほ
か
に
、
一
作
家
が
執
筆
し
た
漱
石
論
と
し
て
は
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
作
家
論
に
し
て
も
そ
う
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
緻
密
な
検
証
を
な
し
た
作

家
は
ほ
か
に
い
な
い
。

一
九
六
九
年
十
月
、
当
時
ま
だ
京
都
大
学
助
教
授
で
あ
っ
た
高
橋
和
巳
は
生
前
に
一
度
だ
け
三
島
由
紀
夫
と
対
談
を
行
っ
て
い
る

）
5
（

。
三
島
の
自
決
一
年
前
で
あ
る
が
、「
大

い
な
る
過
渡
期
の
論
理　

行
動
す
る
作
家
の
思
弁
と
責
任
」と
題
し
て
、
高
橋
は
冒
頭
に
大
学
教
授
へ
の
失
望
か
ら
言
語
表
現
全
体
へ
の
不
信
を
赤
裸
々
に
述
べ
て
い
る（
翌

月
の
月
刊
誌
『
潮
』
に
掲
載
）。
翌
年
一
九
七
〇
年
三
月
に
京
都
大
学
を
辞
職
し
、
同
時
に
同
人
誌
『
人
間
と
し
て
』
の
創
刊
に
い
た
る
態
度
表
明
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

「
論
理
」
と
「
倫
理
」
の
相
克
か
ら
人
間
性
の
回
復
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
は
「
過
渡
期
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
現
象
が
惹
起
す
る
が
、
既
成

の
価
値
観
に
対
す
る
言
語
表
現
の
あ
り
か
た
を
問
う
た
の
で
あ
る
。
高
橋
和
巳
の
心
中
に
は
「
視
野
脱
落
」
を
怖
れ
、「
共
感
共
苦
」、「
常
在
戦
場
」
の
意
識
が
あ
っ
た
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。
そ
し
て
底
流
す
る
の
は
人
間
の
「
運
命
論
」
で
あ
っ
た
。

多
く
の
論
者
は
高
橋
和
巳
の
文
学
史
的
な
位
置
づ
け
と
し
て
、
団
塊
の
世
代
、
全
共
闘
世
代
の
圧
倒
的
な
支
持
を
受
け
た
、
と
記
す
だ
け
で
、
彼
の
目
指
し
た
文
学
の
本

質
に
つ
い
て
の
議
論
を
あ
え
て
避
け
よ
う
と
し
て
い
る
ふ
し
が
あ
る
。
あ
る
作
家
を
時
代
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
ご
と
き
定
位
さ
せ
る
だ
け
で
、
そ
の
目
指
し
た
本
質
を
直
視

し
な
い
態
度
こ
そ
、
高
橋
が
忌
み
嫌
っ
た
〈
視
野
狭
窄
〉、〈
視
野
脱
落
〉
の
陥
穽
で
あ
っ
た
。

没
後
五
十
年
を
む
か
え
、
文
学
が
ブ
ン
ガ
ク
と
し
て
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
具
に
な
り
さ
が
り
、
商
業
化
を
迷
走
し
つ
づ
け
る
な
か
、
核
の
脅
威
、
ウ
イ
ル
ス
、
Ｉ
Ｔ

と
い
っ
た
新
し
い
脅
威
と
の
遭
遇
に
ど
う
た
ち
む
か
う
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
に
人
間
性
を
ど
う
探
求
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
が
問
わ
れ
て
い
る
。

晩
年
、
彼
は
「「
義
」
に
近
い
人
間
関
係
を
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
で
、
人
間
論
を
述
べ
て
い
る

）
6
（

。「
義
」
と
は
「
義
理
人
情
」
の
「
義
」
で
あ
る
、「
義
務
」
の
「
義
」
で
あ

る
。
学
生
運
動
の
中
で
の
絶
望
と
希
望
を
体
験
し
た
彼
の
行
き
着
い
た
先
は
、
東
洋
的
人
間
関
係
の
回
復
で
あ
っ
た
。
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こ
と
大
学
に
関
し
て
い
え
ば
、
大
学
の
秩
序

0

0

0

0

0

、
お
よ
び
社
会
や
他
の
団
体
と
の
関
係
の
水
準
的
成
文
化
は
、
各
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
性
の
上
に
、
い
く
ら
か
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

り
と
も
〈
義
〉
に
近
い
、
よ
り
新
し
い
人
間
関
係
を
築
き
え
た
の
ち
で
よ
い
の
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
各
大
学
が
そ
れ
を
作
り
、
文
部
省
は
そ
の
最
大
公
約
数
的
な
も
の
を
抽
出
す

れ
ば
よ
い
の
だ
。
そ
し
て
そ
れ
を
成
す
た
め
に
は
、
気
に
く
わ
ぬ
者
は
排
除
し
、
自
分
の
す
わ
っ
て
い
る
椅
子
に
は
他
の
者
は
す
わ
ら
せ
ぬ
と
い
う
、
一
見
非
政
治
的

に
み
え
る
大
学
の
管
理
者
層
の
精
神
を
む
し
ば
ん
で
い
る
悪
し
き
政
治
主
義
を
、
大
学
は
一
刻
も
洗
滌
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
傍
点
、
引
用
者
）

象
牙
の
塔
と
称
さ
れ
た
大
学
は
、
い
ま
や
大
衆
化
さ
れ
、
価
値
観
も
多
様
化
が
進
ん
だ
が
、
知
識
人
の
予
備
軍
を
育
成
す
る
場
で
あ
る
こ
と
は
今
も
昔
も
か
わ
ら
な
い
。

た
だ
、
否
定
す
る
力
は
相
応
の
変
貌
が
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
、
大
学
は
一
見
自
由
な
空
気
に
覆
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
も
、「
健
全
な
自
治
」、「
研

究
、
言
論
、
表
現
の
自
由
」
は
必
ず
し
も
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
助
成
金
の
獲
得
を
順
調
に
維
持
し
続
け
る
た
め
に
自
己
点
検
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
権
力

忖
度
の
機
会
に
み
ち
て
い
る
。
授
業
評
価
ひ
と
つ
と
っ
て
み
て
も
、
基
準
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
は
評
価
の
対
象
か
ら
は
ず
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ま
で
課
せ
ら
れ

か
ね
な
い
。
理
系
大
学
で
は
今
後
、
産
学
協
同
の
研
究
が
推
奨
さ
れ
、
日
本
学
術
会
議
会
員
任
命
拒
否
問
題
に
み
ら
れ
る
、
日
本
国
憲
法
の
保
障
す
る
学
問
の
自
由
な
ど
に

も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
対
話
よ
り
は
闘
争
を
強
い
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
「
悪
し
き
政
治
主
義
」
は
依
然
と
し
て
蔓
延
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

─
「
飛
翔
」
と
「
翼
を
く
だ
さ
い
」

高
橋
和
巳
は
多
く
の
長
篇
小
説
の
ほ
か
に
数
篇
の
短
篇
小
説
も
書
い
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
「
飛
翔
」
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
は
い
っ
て
み
れ
ば
生
命
の

誕
生
か
ら
繁
栄
、
そ
し
て
生
き
る
た
め
に
飛
翔
し
、
そ
し
て
あ
げ
く
は
死
滅
す
る
、「
生
者
必
滅
、「
会
者
定
離
」
の
世
界
、
無
常
観
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。「
飛
翔
」
に
は

生
命
の
生
誕
か
ら
終
焉
ま
で
、
周
辺
の
情
景
と
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
描
写
し
た
、
生
命
論
と
し
て
、
高
橋
和
巳
の
文
学
観
を
底
流
す
る
も
の
で
あ
っ
た

）
7
（

。
例
え
ば
、
次
の
よ

う
な
く
だ
り
、
鳥
の
跗
蹠
部
に
は
め
ら
れ
た
「
ア
ル
ミ
の
枷
」
こ
そ
が
、
彼
の
描
く
べ
き
運
命
の
対
象
で
あ
っ
た
。

　

鳥
は
な
ぜ
自
分
の
跗
蹠
部
に
ア
ル
ミ
の
枷
が
は
ま
っ
て
い
る
の
か
を
知
ら
な
か
っ
た
。
あ
る
日
ふ
と
気
づ
い
て
み
る
と
、
自
分
の
片
足
が
わ
ず
か
な
が
ら
重
く
な
っ

て
い
た
の
だ
。
振
っ
て
も
振
っ
て
も
は
ず
れ
な
い
以
上
、
そ
れ
は
彼
の
運
命
で
あ
り
、
そ
し
て
運
命
も
ま
た
い
つ
し
か
日
常
と
化
す
。
だ
が
今

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
全
力
を
あ
げ
て
風
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

闘
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
時
、
再
び
そ
れ
は
重
い
運
命
と
な
っ
て
甦
っ
た
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

高
橋
和
巳
の
死
の
四
か
月
前
、
歌
謡
界
に
一
曲
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。
作
詞
山
上
路
夫
、
作
曲
・
編
曲
村
井
邦
彦
、「
赤
い
鳥
」
が
う
た
っ
た
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
で
あ
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る
。
当
時
、
大
学
二
年
生
で
あ
っ
た
筆
者
は
、
こ
の
曲
を
仲
間
と
と
も
に
失
意
の
中
で
実
に
新
鮮
な
気
持
ち
で
受
け
止
め
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
。「
多
様
性
と
調
和
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
東
京
五
輪
二
〇
二
〇
の
開
会
式
（2021.7.23

）
に
、
一
斉
に
放
た
れ
る
鳩
と
と
も
に
、
こ
の
曲
が
流
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。

今　

私
の
願
い
ご
と
が　

叶
う
な
ら
ば　

 

翼
が
ほ
し
い

こ
の
背
中
に　

鳥
の
よ
う
に　

白
い
翼　

つ
け
て
下
さ
い

こ
の
大
空
に　

翼
を
広
げ　

飛
ん
で
行
き
た
い
よ

悲
し
み
の
な
い　

自
由
な
空
へ　

翼
は
た
め
か
せ　

行
き
た
い
（
リ
バ
テ
ィ
、
東
芝
音
楽
工
業1971.2.5

）。

思
え
ば
こ
の
楽
曲
は
一
た
び
の
闘
争
に
夢
破
れ
傷
つ
い
た
若
者
の
内
面
の
心
情
を
う
た
っ
た
も
の
と
し
て
、
あ
る
種
の
青
春
葬
送
曲
の
よ
う
な
抒
情
を
引
き
起
こ
し
て
も

い
た
。
期
せ
ず
し
て
同
じ
く
そ
の
年
に
「
あ
の
素
晴
ら
し
い
愛
を
も
う
一
度
」、「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」
が
巷
に
流
れ
て
い
た
の
も
、
そ
の
心
情
に
は
絶
望
か
ら
の
再
生
が
込

め
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う

）
8
（

。

行
動
す
る
思
想
作
家
三
島
由
紀
夫
の
対
極
に
位
置
し
た
の
が
高
橋
和
巳
で
あ
っ
た
。
高
橋
は
三
島
が
拠
っ
て
立
っ
た
昭
和
前
期
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
日
本
浪
漫
派
の
思

想
と
そ
の
社
会
構
造
を
全
否
定
し
た
。
高
橋
は
自
ら
二
度
の
安
保
闘
争
を
支
援
し
、
こ
れ
に
参
加
す
る
こ
と
で
若
い
世
代
の
知
的
偶
像
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
ま
た
以
後

の
数
年
、
圧
倒
的
な
読
者
の
支
持
を
得
た
。
高
橋
和
巳
は
当
時
の
若
者
た
ち
に
と
っ
て
、
清
冽
な
知
的
教
祖
の
存
在
で
あ
っ
た
。
彼
の
吐
き
出
す
言
葉
、
紡
ぎ
出
す
文
章
の

中
に
、
自
分
た
ち
の
生
き
方
、
進
む
道
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
文
学
と
い
う
概
念
、
志
向
性
が
も
っ
と
も
鮮
烈
な
時
代
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
高
橋
和
巳
の
文
学
観
を
通
し
て
人
間
主
義
が
ど
の
よ
う
な
射
程
で
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
か
を
み
て
き
た
。
も
し
病
に
斃
れ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
彼
の
文
学
観
か

ら
独
自
の
文
学
論
の
構
築
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
没
後
五
十
年
を
経
た
今
、
文
学
の
責
任
、
方
向
性
と
は
何
か
、
あ
ら
た
め
て
問
わ
ず
に
い
ら
れ
な
い
。

附
記本

稿
は
二
〇
二
一
年
八
月
二
八
日
に
中
国
・
山
東
大
学
で
開
催
さ
れ
た
「
第
二
回
多
文
化
研
究
と
学
際
的
教
育
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
原
稿
を
修
訂
し
た
も

の
で
あ
る
。
発
表
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
山
東
大
学
外
国
語
学
院
特
任
教
授
時
衛
国
先
生
は
じ
め
関
係
者
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

注⑴　

高
橋
和
巳
の
年
譜
と
し
て
も
っ
と
も
詳
細
な
も
の
は
、『
高
橋
和
巳
全
集
』
第
20
巻
収
録
の
ほ
か
に
川
西
政
明
『
高
橋
和
巳
評
伝
』（
講
談
社
一
九
八
一
、
の
ち
に
講
談
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社
文
芸
文
庫
一
九
九
五
）
が
詳
し
い
。

⑵　
『
文
学
講
座
』
に
は
さ
ら
に
数
年
後
に
同
じ
く
読
売
テ
レ
ビ
の
企
画
に
よ
る
講
座
内
容
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

⑶　

当
時
、
こ
う
し
た
同
人
誌
的
文
芸
誌
と
し
て
『
文
学
的
立
場
』（
小
田
切
秀
雄
他
編
）
が
あ
っ
た
。

⑷　

高
橋
和
巳
の
戦
争
観
、
戦
争
文
学
論
に
つ
い
て
は
、
田
中
（
二
〇
一
八
）
な
ど
を
参
照
。

⑸　
「
大
い
な
る
過
渡
期
の
論
理
」
と
集
約
さ
れ
た
対
談
で
は
互
い
に
胸
襟
を
ひ
ら
い
た
自
由
闊
達
な
雰
囲
気
が
う
か
が
わ
れ
、
随
所
に
二
人
の
思
い
が
率
直
に
語
ら
れ
て
い

る
。
な
お
、
高
橋
和
巳
と
三
島
由
紀
夫
の
心
情
的
共
振
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
藤
村
（
二
〇
二
二
）
を
参
照
。

⑹　
「「
義
」
に
近
い
人
間
関
係
を
」
は
朝
日
新
聞
一
九
六
九
年
五
月
九
日
夕
刊
に
掲
載
さ
れ
、
の
ち
に
『
孤
立
の
憂
愁
の
中
で
』（
一
九
六
九
）
に
お
さ
め
ら
れ
た
。

⑺　
「
飛
翔
」
は
当
初
『
芸
術
生
活
』（
芸
術
生
活
社
一
九
六
四
年
四
月
号
）
に
発
表
、
の
ち
に
『
高
橋
和
巳
全
集
小
説
3
』、『
高
橋
和
巳
短
編
小
説
集
』（
阿
部
出
版
一
九
九
一
）

な
ど
に
収
録
さ
れ
た
。
作
品
論
に
つ
い
て
は
、
田
中
（
二
〇
二
二
）
を
参
照
。

⑻　
「
翼
を
く
だ
さ
い
」
は
フ
ォ
ー
ク
グ
ル
ー
プ
の
赤
い
鳥
が
一
九
七
一
年
二
月
五
日
に
「
竹
田
の
子
守
唄
」
の
Ｂ
面
曲
と
し
て
発
表
し
た
。
作
詞
山
上
路
夫
、
作
曲
編
曲
村

井
邦
彦
で
あ
る
。
も
と
も
と
は
一
九
七
〇
年
に
三
重
県
志
摩
郡
浜
島
町
（
現
：
志
摩
市
）
の
「
合
歓
の
郷
」
で
開
か
れ
た
プ
ロ
作
曲
家
コ
ン
テ
ス
ト
「
合
歓
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
’70
」
の
た
め
の
曲
と
し
て
作
ら
れ
た
。「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」
は
作
詞
阿
久
悠
、
作
曲
筒
美
京
平
、
歌
尾
崎
紀
世
彦
で
一
九
七
一
年
三
月
五
日
に
リ
リ

ー
ス
さ
れ
、「
あ
の
素
晴
ら
し
い
愛
を
も
う
一
度
」
は
作
詞
北
山
修
、
作
曲
加
藤
和
彦
で
一
九
七
一
年
四
月
五
日
に
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
（
以
上
、W

ikipedia

に
よ
る
）。

参
考
文
献
（
本
文
中
に
言
及
し
た
諸
文
献
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
省
略
し
た
）

田 

中
寛
「
高
橋
和
巳
の
戦
争
観
と
戦
争
文
学
論
─
『
散
華
』、『
堕
落
』
を
核
と
し
て
─
」　

太
田
代
志
朗
・
田
中
寛
・
鈴
木
比
佐
雄
編
『
高
橋
和
巳
の
文
学
と
思
想　

―
そ

の
〈
志
〉
と
〈
憂
愁
〉
の
彼
方
に
』
コ
ー
ル
サ
ッ
ク
社　

二
〇
一
八
年

田
中
寛
「
立
命
館
大
学
講
師
時
代
の
高
橋
和
巳
─
中
国
語
学
と
中
国
文
学
の
講
義
担
当
を
中
心
に
」『
大
東
文
化
大
学
紀
要
』
第
59
号　

二
〇
二
一
年
三
月

田
中
寛
「
高
橋
和
巳
「
飛
翔
」
論
─
内
な
る
共
感
共
苦
の
思
想
─
」『
新
世
紀
人
文
学
論
究
』
第
６
号　

新
世
紀
人
文
学
研
究
会　

二
〇
二
二
年
二
月

夏
目
漱
石
「
私
の
個
人
主
義
」『
漱
石
全
集
』
岩
波
書
店  

二
〇
一
六
年

藤
村
耕
治
「
高
橋
和
巳
と
三
島
由
紀
夫
覚
え
書
き
」『
新
世
紀
人
文
学
論
究
』
第
６
号　

新
世
紀
人
文
学
研
究
会　

二
〇
二
〇
年
二
月

松
原
新
一
・
磯
田
光
一
・
秋
山
駿
『
増
補
改
訂
戦
後
日
本
文
学
史
・
年
表
』
講
談
社　

一
九
七
九
年

吉
川
幸
次
郎
、
埴
谷
雄
高
監
修
『
高
橋
和
巳
全
集
』
河
出
書
房
新
社　

一
九
七
七
─
一
九
八
〇


